
１．概況・要約

□概 況

米国経済は，量的緩和縮小に伴う金利上昇から景気抑制懸念が浮上しているものの，堅調な個

人消費や企業設備投資に支えられ，成長ベースは徐々に回復加速に向かことが見込まれる．欧州

（ユーロ圏）経済もドイツ，フランス，イタリアなどでの輸出増勢から，2013年10～12月期の

実質GDP成長率が前期比年率＋1.1％と３四半期連続でプラス成長となり，今後も緩やかな回復

基調を維持するものと予想される．一方，アジア経済に目を向けると，中国経済は，2013年10

～12月の実質GDP成長率が前期比年率＋7.7％と２四半期連続で７％台に止まったほか，韓国

経済も，民間消費や建設投資の減速から成長率の鈍化（2013年10～12月の実質GDP成長率は

前期を0.2ポイント下回る＋0.9％）が顕在化している．

こうした中，2013年下期の日本経済を概観すると，成長率の伸び鈍化がみられるものの，

2013年10～12月期の実質GDP成長率が前期比年率＋1.0％と４四半期連続のプラス成長を持続．

部門別では，輸出が弱含んでいるものの，家計部門では，４月の消費税率引き上げを前に自動車

や家電など耐久消費財を中心に駆け込み需要が顕在化した他，冬のボーナス増加などの所得改善

傾向も消費マインドの持ち直しに奏功している．一方，企業部門でも，国内市場での駆け込み需

要を背景に増産傾向を持続，生産は総じて堅調に推移している．

一方，福井県経済については，企業の設備投資が投資時期のずれなどから前年を下回っている

ものの，雇用・所得環境の改善による消費マインドの持ち直しや，企業収益の改善傾向などから，

総じて回復の動きを強めている．ちなみに，家計部門では，自動車販売が新車投入効果から持ち

直している他，大型店販売も2013年 7‐12月期（近畿経済産業局ｂ公表資料），全店ベースで372

億80百万円と前年同期比3.7％の増加，旅行取扱高なども前年同期比増加している．一方，企業

部門では，製造業で眼鏡枠など地場産業が依然底ばいながら，電気，一般機械，金属，化学など

の主要産業は，総じて回復傾向を持続．その他，公共投資や住宅投資なども順調に推移している．

□要 約

［第１次産業］

・漁 業 2013年度の福井県の漁獲量は2012年度とほぼ同水準の１万１千トン台となった

ものの，平年（過去10年平均値）より約千トンの減少であった．漁業種類別に

は，定置網漁業が6200トンで平年より増加．一方，底曳き網漁業は3600トンで

平年割れの状況となった．

・農 業 福井県における2013年度の水稲作付面積は２万6,500ha で，前年産に比べ100ha

増加した．収穫量は13万9,400ｔで，前年産比2,400ｔの増加であった．その結

福井県地域経済の概観（201３年下半期を中心に）

11



果，作況指数は102（前年は100），10ａあたり収穫量は526kg（同519kg）とな

った．

［第２次産業］

・繊維工業 自動車関連やメディカル向けなどの一部品目に受注の改善がみられるものの，一

部を除きいまだ内外ともに需要の回復に実感がみられないことなどから，総じて

みれば，依然，厳しい経営環境を強いられている．

・眼鏡工業 外需に持ち直し感がみられるものの，国内市場は引き続き価格低下の進行や海外

品の流入により苦戦を強いられており，結果として産地の受注・生産は低調なも

のとなっている．

・機械工業 好調持続の電子部品・デバイスで増勢鈍化がみられるものの，生産用機械が持ち

直していることなどから，依然，堅調な生産・出荷動向を維持している．ただ，

円安による原材料高への不安はぬぐえない．

・化学工業 医療用器具，医薬品，化粧品分野などが堅調ながら，一部を除きプラスチック製

品の勢いがみられないほか，昨今の円安から原料価格のアップが採算低下につな

がるなど，引き続き業種・生産品目による格差がみられる．

・建 設 2013年7月‐12月期の県内公共工事は，発注件数(累計)で2,440件，前年同期比

14.4％の増加となった．また，請負金額の累計でも647億44百万円の同12.0％増

と発注件数，請負金額ともに増加している．

［第３次産業］

・小売商況 近畿経済産業局が発表した大型小売店販売状況によると，福井県における2013

年7‐12月期の大型店販売額は，全店ベースで372億80百万円の前年同期比3.7％

の増加．その結果，2013年1-12月期累計でも，全店ベースで734億94百万円の前

年比2.9％増とプラスに転じている．

［主要経済指標］

・鉱工業生産指数 年間ベースで，原指数，季節調整済指数ともに増減を繰り返す

・電力需要 ２013年１2月の産業用電力需要は，大半の業種が前年比増加傾向

・保証承諾 ２０13年は，傾向として保証承諾，代位弁済ともに減少基調

・雇用情勢 有効求人倍率（季節調整値）は，36か月連続で１倍台を維持

・所定外労働時間 ２０１３年6月以降，６か月連続して増加傾向を維持

・企業倒産 ２０１３年入り後は，件数，負債総額ともに減少傾向を持続

（南保 勝）
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２．第１次産業

□ 福井県漁業の概況

～2013年度の福井県漁業と気象変動の影響～

2013年度の福井県の漁獲量は2012年度と

ほぼ同水準の１万１千トン台で，平年（過去

10年平均値）より約千トン少なかった．漁

業種類別には，定置網漁業が6200トンで平

年より多かったが，底曳き網漁業は3600ト

ンで平年より少なく，釣りや刺し網などのそ

の他の漁業は1850トンで平年を大きく下回

った前年度をさらに下回った．

魚種別には，ブリ類は平年よりもやや多い

1922トン，サワラは2007年のピーク時に２

千トン近くまで急増した後に減少傾向が続き

前年度は千トンまで減少していたが，2013年

度は2000トンまで急回復した．これはブリ

類を上回り福井県で漁獲量がもっとも多い魚

種になったことを意味している．ただし，漁

獲のピークが９月と10月に例年以上に集中

しすぎており，安定供給にはなっていない．

魚種別漁獲量が３番目に多いアカガレイは前

年度よりもやや回復して2013年度は1316ト

ンだった．ズワイガニの漁獲量は価格の高い

雄のカタガニが261トン，雌がに131トン，

水がに169トンの合計561トンで，平年より

雄のカタガニが多かった．これは，漁獲金額

としてはかなり増加したことを意味している．

近年，全国的にも世界的にも気象変動が激

しさを増していると言われている．今年は夏

場（６月～10月）の猛暑が影響し，福井県

沿岸の海面の表面水温も平年を１度から２度

も上まわった．定置網によるサワラの水揚げ

が９月と10月に急回復したのも海水の温度

や海流の変化によるところが大きいと考えら

れる．

注】数値は福井県水産試験場が公開している

速報値によるものである． （加藤辰夫）

定置網 底曳き網 その他 合計

２０１３年 ２０１２年 ２０１３年 ２０１２年 ２０１３年 ２０１２年 ２０１３年 ２０１２年

１月 ２３８ １５９ ４７７ ２７１ １２４ ６７ ８３９ ４９７

２月 ３３ ５０ ４０８ ６０６ ９５ ８２ ５３６ ７３８

３月 ４８ ９６ ５４５ ６２２ １５７ １４６ ７４９ ８６４

４月 ２６２ １８７ ３３０ ６８６ １６９ １７６ ７６１ １０４９

５月 ８４８ ８４５ ３９４ ４３９ ２１６ ４１２ １４５８ １６９６

６月 ８０５ ８５１ ５１ ４７ ３３３ ２０６ １１９０ １１０４

７月 ５９５ ５２２ ２６ １９ ２６４ ２５０ ８８４ ７９１

８月 ２８７ ３３３ ２０ ２３ １９９ １８３ ５０６ ５３９

９月 １０８９ ５３９ ２８８ ３４４ ７６ ８６ １４５３ ９６８

１０月 １１００ ７９０ ３６７ ３６４ ６７ １５８ １５３４ １３１２

１１月 ４９４ ５５２ ３７１ ４４３ ５１ ５８ ９１７ １０５２

１２月 ４５７ ５８７ ３０８ ２５２ ９２ ８６ ８５７ ９２４

合計 ６２５５ ５５１０ ３５８５ ４１１６ １８４４ １９１０ １１６８４ １１５３５

順位 主要魚種 漁獲量 ｔ 割合 ％

１ サワラ ２００２ １７．１

２ ブリ類 １９２２ １６．５

３ アカガレイ １３１６ １１．３

４ アジ類 ５６２ ４．８

５ スルメイカ ４４３ ３．８

６ アカエビ ２８９ ２．５

７ トビウオ ２２３ １．９

８ ホタルイカ ２１４ １．８

ズワイガニ ２６１ ２．２

セイコガニ １３１ １．１

ミズガニ １６９ １．４

その他 ４１５１ ３５．５

合計 １１６８３ １００．０

図表１ 福井県の漁獲量の変化
単位：トン/月

出所：福井県水産試験場「浜へのたより」

図表２ 福井県の主要魚種別漁獲量 2013年
単位：トン／年

出所：同上
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□福井県農業の概況

～水稲収穫量の動向と米の需給調整～

○福井県における水稲収穫量の動向

福井県における平成25年産の水稲作付面

積は２万6,500ha で，前年産に比べて100ha

増加した．収穫量は13万9,400ｔで，前年産

比2,400ｔの増加であった．その結果，作況

指数は102（前年は100），10ａ当たり収量は

526kg（同519kg）となった．

地帯別に見ると，水稲収穫量は，嶺北では

11万9,200ｔ（前年産対比2,100ｔの増加），

嶺南では２万300ｔ（同300ｔの増加）であ

った．作況指数は，嶺北102，嶺南101（昨

年は嶺北，嶺南ともに100），10ａ当たり収

量は，嶺北が532kg（前年産525kg），嶺南

が492kg（前年産489kg）であった（表１）．

このように平成25年産の水稲作付面積は，

米の需要量配分に基づく作付面積目標が多く

なったこともありやや増加した．収量は，５

月中旬以降が高温多照で推移したため順調な

生育となり，その結果，前年の収量を上回っ

た．

○平成25年産米の生産目標数量

全国ベースでみた平成25年産の水稲予想

収穫量は，860.4万ｔであった．こうした情

報を受けて算定された平成２６年産米の生産数

量目標は，全国が765万ｔ（対前年比26万

ｔの減少），福井県が12万8,130ｔ（同5,230

ｔの減少）となった（表２）．

これらの情報をもとにして，市町別の平成

26年産米の需要量に関する情報が通知され

た．これまでに引き続いて，品質の良い米づ

くりと安定的な農業経営の育成をはかる観点

から，「傾斜配分」の枠が本年も12％とされ

た．ただし，平成26年産米についても，従

来からの一等米比率と集落営農組織・認定農

業者の経営面積に加えて，有機・特別栽培米

の生産量が算定要素として加えられた．

周知のように，平成23年度から農業者戸

別所得補償制度（平成25年産からは経営所

得安定対策）が本格的に実施されてきたが，

次年度以降，生産調整（いわゆる減反）をは

じめとする農業政策の見直しが行われようと

している．こうした動向にも留意しつつ，本

県においては，環境に配慮した消費者から選

ばれる米づくりを一層推進していくことが求

められている．

【注】

本稿は，北陸農政局福井農政事務所（統計・

情報センター）の資料（平成25年12月公表），

および福井県農林水産部水田農業経営課の資

料等をもとにして執筆した．

（北川太一）

地域 作付面積 収穫量 対前年比 10a 当たり収量 作況指数

福井県 ２６，５００ １３９，４００ ２，４００ ５２６ １０２

嶺 北 ２２，４００ １１９，２００ ２，１００ ５３２ １０２

嶺 南 ４，１３０ ２０，３００ ３００ ４９２ １０１

年 度
平成24年産米 平成25年産米 平成26年産米

生産目標数量 対前年比 生産目標数量 対前年比 生産目標数量 対前年比

数 量 １３２，８７０ △５４０ １３３，３６０ ４９０ １２８，１３０ △５，２３０

表２ 福井県における米の生産数量目標の推移
単位：ｔ

資料：福井県農林水産部水田農業経営課の資料に基づき作成．

表１ 福井県における平成２５年産の水稲収穫量
単位：ha，t

資料：北陸農政局福井農政事務所の公表資料（平成２５年１２月）に基
づき作成．
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３．第２次産業

３－１．繊維工業

【最近の景況】

～総じて低調ながら，一部品目に改善傾向～

産地では，円安や政策効果の期待感もあり，

自動車関連やメディカル向けなどの一部品目

に受注の改善がみられるものの，実態として

は原材料のコストアップを価格転嫁しきれな

いことや，一部を除きいまだ内外ともに需要

の回復に実感がみられないことなどから，依

然，厳しい経営環境を強いられている．

ちなみに，衣料分野では，高密度の衣料品

など高付加価値衣料に動きがみられるほか，

非衣料分野でも，主力の自動車関連やメディ

カル向けで動きがみられる．

ちなみに，2013年12月の織物生産高は，

総計15,537千㎡の前年同期比3.9％増と2か

月連続の増加となった．ちなみに，主力のポ

リエステルは，10,952千㎡で前年同期比14.1

％の増加となっている．一方，同月の染色整

理加工高は，織物が前年同期比1.7％減少し

29,919千㎡であったのに対し，ニット生地

は12,082千㎡の同18.2％増と，２桁の増加と

なっている． (南保 勝)

３－２．眼鏡工業

【最近の景況】

～厳しい受注・生産動向が続く～

眼鏡枠の生産状況をみると，外需に持ち直

し感がみられるものの，国内市場は引き続き

価格低下の進行や海外品の流入により苦戦を

強いられており，結果として産地の受注・生

産は低調なものとなっている．

ちなみに，国内市場では，メタル枠で高難

度のフレームやファッション性を活かしたハ

ウスブランドものなど小ロット・差別化品に

人気がみられるほか，ブラ枠は，供給サイト

の縮小と市場のプラ系へのシフトにより堅調

な動きが続いている．

最後に，輸出の動向をみると，2013年1

‐12月期の輸出実績は，枠類合計（眼鏡枠，

眼鏡の合計）で220億79百万円，前年比0.5

％の減少であった．このうち，眼鏡枠は128

億81百万円の前年比2.1％増，眼鏡は91億98

百万円の同3.9％減となっている．また，仕

向け地別では，EUが53億54百万円の前年

比2.1％減，米国は87億79百万円の同0.5％

増であった． (南保 勝)

眼鏡枠関連製品の輸出実績

資料：日本関税協会資料：福井県総務部情報政策課
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３－３．機械工業

【最近の景況】

～依然，堅調な生産・出荷動向を持続～

本県の機械工業は，スマートフォン需要の

低下などから，好調持続の電子部品・デバイ

スで増勢鈍化がみられるものの，工作機械や

プレス機など一般機械が持ち直していること

などから，総じてみれば，依然，堅調な生産・

出荷動向を維持している．ただ，円安による

原材料高を価格転嫁できないなどの声も聞か

れ，産業全体としての不安要素もぬぐえない．

ちなみに，一般機械では，工作機械関連で

航空機，医療分野など次世代産業分野を中心

に，地域別では欧米中心に引き合いが増加す

るなど，堅調な受注・生産を維持．エネルギ

ーインフラ分野や産業機械分野も，円安や政

策効果などから需要増加が予測される．

一方，電子部品・デバイスは，依然堅調な

がら，スマートフォン需要が先進国で飽和状

況となっていることなどから増勢鈍化が顕在

化し，足元の生産がやや減少している．先行

きについては，円安による競争力の回復など

から期待感がみられるものの，海外経済の今

後の動向等を懸念する企業もみられる．

（南保 勝）

３－４．化学・プラスチック工業

【最近の景況】

～医薬品，化粧品などで堅調を持続～

本県の化学・プラスチック工業は，医療用

器具，医薬品，化粧品分野などが堅調ながら，

包装資材関連やスマートフォン向けのプラス

チック製品などに勢いがみられないほか，昨

今の円安から原料価格のアップが採算低下に

つながるなど，引き続き業種・生産品目によ

る格差は拭えない．

化学工業は，医薬品で追い風にある後発医

薬品などを中心に需要が拡大していることや，

OEMが堅調に推移していることなどから，

生産は概ね堅調に推移している．その他，化

粧品関連や医療用キャビネット・カートなど

も堅調な生産を維持．繊維染料なども，国内

需要が不振ながら中国などアジア向けの高伸

から全体では増加している．

プラスチック工業は，省エネ効果の高い建

築部材などで堅調な動きがみられるものの，

包装資材関連やスマートフォン向けで勢いが

みられないことなどから，全体としては，横

ばいで推移している．先行きに関しては，円

安による原材料アップへの不安もあるが，国

内・海外での経済回復に期待感が広がってお

り，概ね横ばいで推移することが予想される．

（南保 勝）

機械工業の鉱工業生産指数の推移（原指数） 化学・プラスチック工業の鉱工業生産指数の推移（原指数）

資料：福井県総務部情報政策課資料：福井県総務部情報政策課
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３－５．建設業

□公共工事

～2013年後半は，発注件数，発注額とも増加．～

2013年7月‐12月期の県内公共工事は，発

注件数(累計)で2,440件，前年同期比で14.4

％増，請負金額(累計)は647億45百万円で，

同12.0％増と発注件数，請負金額ともに増加

となった．

月別では，発注件数は７月が前年同月比25.2

％増，８月が0.2％減，９月30.9％増，10月18.5％

増，11月4.1％増，12月3.1％増と８月は前年を

わずかに下回ったものの，７月・９月・10月

は二ケタの増加となった．

一方請負金額は，７月が前年同月比44.0％

増，８月が1.6％減，９月32.3％増，10月7.5％増，

11月25.3％減，12月13.3％減であった．７月・９

月は二ケタの増加となったが，11月・12月は

二ケタの減少となった．

7月‐12月の発注機関別の状況をみると，

国関連では件数が13.9％増，独立行政法人関

連が18.2％増，県関連が13.0％増，市町関連

が15.8％増と各発注者とも増加となっている．

市町においてはすべての月で増加となった．

また請負金額については，国関連が2.3％

減，独立行政法人関連が31.8％増，県関連が

10.2％増，市町関連が14.9％増と国関連では

若干前年を下回ったが，そのほかの発注機関

では前年を二ケタ増で上回る結果となった．

公共工事関連業界では，年後半に大型公共

事業が徐々始まったこともあり少しずつでは

あるが景況感が好転しつつある．特に北陸新

幹線や中部縦貫道関連の発注が出始めたこと

もあり，今後に期待する声がある一方で，消

費税駆け込み需要とも重なり，人手不足や資

材等のコスト高による収益低下が問題となっ

ている． (芹沢利幸)

□住宅建設

～消費税増税前の駆け込み需要で，

年後半は着工大幅増加．～

2013年7‐12月の県内新設住宅着工戸数は，

対前年同月比で７月72.0％，８月185.3％，９

月130.8％，10月191.6％，11月122.9％，12月

82.9％と，８月以降大幅な増加となっている．

2013年下半期(７‐12月)では，対前年同期

比126.4％．平成26年4月の消費税増税前の

駆け込み需要が主たる要因と思われる．特に

10月以降の契約については，３月末までに引

き渡ししないと現行消費税とならないことも

あり，特にこの期間大幅に伸びた．

2013年年間では，前年比122.8％と年間を

通じて大幅に増加した．

利用関係別では7‐12月前年同期比で，持

家が131.8％，貸家が102.8％，分譲住宅が

160.1％となっている．

分譲住宅の伸びが大きくなっているが，ほ

とんどが一戸建て分譲住宅の着工によるもの

図表１ 県内公共工事発注件数の推移 図表２ 県内公共工事請負金額の推移

資料：東日本建設業保証株式会社 資料：東日本建設業保証株式会社
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４．第３次産業

□商業

～7月以降大幅に改善し，年末まで堅調に推移．～

近畿経済産業局が発表した大型小売店販売

状況によると，福井県における2013年７‐12

月期の大型店販売額は，全店ベースで372億

80百万円で前年同期比3.7％増．また，2013

年年間では，全店ベースで734億94百万円，

前年比2.9％増と，年ベースでプラスに転じた．

月ごとの動向は，７月が前年同月比6.1％増，

８月5.7％増，９月8.1％増，10月1.2％増，11

月1.8％増，12月0.5％増であった．11月及び

12月は伸び率が少ないが，昨年11月以降プ

ラスに転じており，他の月と同様堅調に推移

した．

具体的な消費動向としては，７月から９月

は猛暑だったこともあり，食料品を中心に好

調であった．

10月は期間中比較的高温が続いたことで

ファッションなど季節商品の動きが鈍かった

ものの，前年を上回る結果となった．

11月は，気温低下に伴う季節商品の動き

がよかったこと，生鮮品の価格が比較的高値

で推移したことなどを要因として食料品の売

り上げが好調だったこともあり，昨年プラス

に転じた売り上げをさらに上回る結果となった．

12月は，ボーナス商戦，年末商戦とも消

費税増税前の駆け込み需要等も若干みられ，

堅調であった．

期間中総じて全般的には堅調であった．

福井県中小企業団体中央会が調べた県内主

要共同店舗（地元協同組合方式のショッピン

グセンター，以下 SC）の直近の売上動向調

査によると，とくに秋以降消費マインドの変

化がみられ，価格第一思考から品質や提案型

の商品の動きがよくなってきている．

ただし，消費税増税に伴う仕入れ価格の上

昇，消費マインドの変化への対応ができるか

どうかへの今後の不安が小売業界では高まっ

ている． （芹沢利幸）

であり，消費税増税前の需要増が要因と考え

られる．

福井県中小企業団体中央会が毎月調査して

いる「情報連絡員報告」によると，県内住宅

関連工事業界では，消費税増税前の駆け込み

需要の増加により，関連業界では受注が増え

ているものの，工事単価の上昇がない．一方

で資材・原油の上昇の影響を受けていること，

需要増による職人不足が大きな問題となって

おり，一部の組合では組合員同士が応援しあ

いながら，職人不足に対応している．春以降

の受注減と資材・燃料のコストアップが確実

な中で，消費税転嫁を含めた適正価格の確保

が難しく，経営面での不安は払しょくされな

い状況にある． (芹沢利幸)

図表１ 県内新設住宅着工戸数の推移

資料：福井県土木部建築住宅課

図表１ 大型小売店販売額の推移(全店ベース)

資料：近畿経済産業局
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□観光・レジャー

～平成25年7-9月期の観光目的宿泊者数は

微増，外国人も増加．～

国土交通省観光庁が発表した，「宿泊旅行

統計調査報告（平成25年７～９月）」（平成25

年12月13日発表）によると，福井県での延

べ宿泊者数は７－９月期で1,028,440人（前

年同期比2.1％減）であった．そのうち過去

１年間観光目的の宿泊者が50％以上の施設

には７‐９月期で613,530人（同1.7％増）．

一方観光目的の宿泊者が50％未満の施設に

ついては，７‐９月期で414,910人（同7.2％

減）と，期間中観光目的の宿泊者は微増であ

ったが，観光以外の宿泊客が減少となった．

延べ宿泊者数のうち７-９月期では，県内か

ら171,950人(同11.6％減)，県外から825,340

人(同1.2％減)と，県外客は微減であったが，

県内客の減少が大きい結果となった．

県外客のうち，従業員数100人以上の宿泊

施設の7-9月期居住地別宿泊者数は67,027人

で，うち東京都からは11,309人(16.9％)，大

阪府10,718人(16.0％)，京都府9,741人(14.5

％)，愛知県9,628人(14.4％)，兵庫県4,330

人(6.5％)の順であった．

□自動車販売

～昨年の反動と増税前の駆け込み需要で

後半は大幅増加．～

福井県自動車販売店協会がまとめた新車販

売台数をみると，2013年7-12月期で総計

20,492台，前年同期比で12.0％増であった．

月別では，昨年エコカー補助金終了間近の駆

け込み需要のあった7月が前年同期比11.4％

減，８月0.7％減となったものの，その反動で

昨年落ち込んだ9月が16.7％増，10月22.0％

増，11月22.8％増，12月37.7％増であった．

昨年落ち込んだ反動に加えて，消費税増税前

の駆け込み需要もあり，９月以降大幅増加と

なった．

車種別の動向をみると，乗用車(普通車及

び小型車)は，前年同期比で5.5％増．月別で

は７月25.2％減，８月10.0％減の一方，９月13.8

％増，10月24.7％増，11月20.0％増，12月

31.0％増となった．

軽自動車については，前年同月比で７月1.7

％増，８月5.2％増，９月18.8増，10月16.8％

増，11月23.0％増，12月51.9％増であり，7-12

月期では17.3％増となった．

2013年年間では，乗用車で5.2％減であっ

たのに対し，軽自動車で3.8％増となった．

エコカー補助金が昨年9月に終了して以降年

後半まで低調であったことで，乗用車は年間

ではわずかに前年割れとなった．一方軽自動

車は相次ぐ新型モデルの効果もあり年後半大

きく盛り返したことから年間で増加となった．

また，貨物自動車(普通貨物車及び小型貨

物車)については，4月以降好調であり，7～12

月でも前年同期比23.8％増であった．年間で

は，企業での買い替え需要増加と増税前の駆

け込み需要の相乗効果により，74.0％増と大

幅増加となった． (芹沢利幸)

図表１ 県内新車販売台数の推移（前年同月比）

資料：福井県自動車販売店協会
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外国人宿泊者数(従業員10名以上の施設へ

の宿泊者数)については，７-９月期で延べ

5,980人(前年同期比32.0％増)で，そのうち

中国1,040人(17.4％)，アメリカ1,030人(17.2

％)，台湾1,020人(17.1％)，韓国600人(10.0

％)，香港520人(8.7％)の順であった．

また，施設タイプ別の宿泊者数は，７-９月

期で旅館514,220人(前年同期比11.1％減)，

リゾートホテル68,930人(同14.2％減)，シテ

ィホテル45,020人(同30.1％減)であった一方，

会社・団体の宿泊所では19,740人(同51.1％

増)，ビジネスホテル339,820人(同23.1％増)

と観光目的の宿泊客数は微増であったが，施

設タイプでは会社・団体の宿泊所やビジネス

ホテルで宿泊者が増加する結果となった．

施設所在地別定員稼働率は，福井市で７月

49.7％(前年同月52.6％)，８月68.1％(同70.4

％)，９月52.9％(同56.6％)で，７-９月期56.9％

(前年59.9％)と前年を下回った．

一方あわら市では，7月29.6％（前年同月

23.6％），8月52.1％(同49.4％)，9月23.0％(同

21.8％)で，7-9月期35.0％(前年31.7％)と改善

した．

また，施設所在地別客室稼働率は，福井市

で７月65.0％(前 年同月68.6％)，８月77.4％

(同81.6％)，９月69.8％(同74.3％)で，７-９月

期70.8％(前年74.8％)であった．

一方あわら市では，７月52.5％(前年同月40.5

％)，８月84.0％(同77.1％)，９月45.6％(同

37.2％)で，７-９月期60.9％(前年51.7％)と，

すべての月で客室稼働率が前年を上回った．

(芹沢利幸)

１ 東京都 １１，３０９

２ 大阪府 １０，７１８

３ 京都府 ９，７４１

４ 愛知県 ９，６２８

５ 兵庫県 ４，３３０

６ 岐阜県 ２，６９３

７ 滋賀県 ２，３１４

８ 富山県 １，８６６

９ 奈良県 １，６６１

１０ 三重県 １，４１３

１ 中国 １，０４０

２ アメリカ １，０３０

３ 台湾 １，０２０

４ 韓国 ６００

５ 香港 ５２０

６ ドイツ １１０

７ フランス ５０

８ ロシア ５０

９ カナダ ３０

１０ シンガポール ３０

延べ
宿泊者数

宿泊施設タイプ（５区分） うち
外国人
延べ
宿泊者数

宿泊施設タイプ（５区分）

旅館
リゾート
ホテル

ビジネス
ホテル

シティ
ホテル

会社・
団体の
宿泊所

旅館
リゾート
ホテル

ビジネス
ホテル

シティ
ホテル

会社・
団体の
宿泊所

１，０２８，４４０ ５１４，２２０ ６８，９３０ ３３９，８２０ ４５，０２０ １９，７４０ ６，２３０ ９１０ ２８０ ４，３４０ ６６０ ０

施設所在地
平成２４年同月比 平成２３年同月比 平成２２年同月比

７月 ８月 ９月 ７月 ８月 ９月 ７月 ８月 ９月

福井県 ０．２％ ‐６．４％ ‐８．７％ ‐０．５％ ３．９％ ‐６．９％ ‐３．９％ ‐７．５％ ‐９．２％

図表１ 宿泊施設タイプ別延べ宿泊者数，宿泊施設タイプ別外国人延べ宿泊者数【福井県 平成２５年７‐９月】
（延べ 人）

資料：国土交通省 観光庁 『宿泊旅行統計調査報告』

図表２ 居住地別宿泊者数【福井県 平成２５年７‐９月】 図表３ 国籍別外国人宿泊者数【福井県 平成２５年７‐９月】
（延べ 人） （延べ 人）

資料：国土交通省 観光庁 『宿泊旅行統計調査報告』 資料：国土交通省 観光庁 『宿泊旅行統計調査報告』

図表５ 宿泊目的割合別延べ宿泊者数 平成２２年～平成２４年比【「観光目的の宿泊者数が５０％以上」延べ宿泊者数】

※「観光目的の宿泊者が５０％以上」の施設とは，最近１年間に訪れた宿泊者の宿泊目的を「観光レクリエーション」と「出張・業務」に分けた
場合，「観光レクリエーション」が５０％以上を占め，最近１年間においては観光目的で訪れた宿泊者の方が多い，という施設です。
資料：国土交通省 観光庁 『宿泊旅行統計調査報告』

福井県地域経済の概観

20



５．主要経済指標

□鉱工業生産指数

～2013年は原指数でも季節調整済指数でも

増加と減少を繰り返す～

2010年を100とする2013年11月の鉱工業

生産指数（総合）は，原指数で105.8となり，

前年同月比5.3％の減少であった．10月より

基準時を2005年から2010年に変更するとと

もに，業種分類の一部変更，ウエイトや採用

品目の見直しに加え，季節調整方法も見直し

が行われている．新基準によると，2013年に

入ってからは増加した月が５，減少した月が

６とほぼ同数になっている．業種別でみると，

はん用機械工業（前年同月比41.7％増加），

輸送機械工業（同13.7％増加），鉄鋼業（同

11.7％増加）など増加した業種は少なく，生

産用機械工業（同39.8％減少），化学繊維・

紡績（同28.6％減少），電気機械工業（同17.7

％減少）など，減少した業種が多くなっている．

また，季節調整済指数（総合）は104.3で，

前月比4.6％の減少となった．こちらも2013

年に入ってから小幅な増加と減少を繰り返し

ている（図表１，２）． （井上 武史）

□電力需要

～全体では増加と減少を繰り返し，

産業用の需要が減少から増加傾向へ～

北陸電力福井支店の発表による2013年12

月の電力需要は，634.6百万 kWhとなり，前

年同月比0.3％の減少と，３か月ぶりに前年を

下回った．

用途別では，電力は対前年比9.1％減少し，

電灯も気温が前年よりも上回ったことによる

暖房需要の減少などから同4.8％の減少とな

った．また，業務用についても暖房需要の減

少などから，同2.5％の減少となっている．

一方，産業用については，大口電力で前年

を上回った業種が多かったことなどから，同

4.9％の増加となった．2011年11月から2013

年５月まで19か月連続で減少していたが，10

月から12月は３か月連続で増加した．業種

別需要実績（大口）でみると，増加したのは

紡績・撚糸（前年同月比13.2％増，1.9百万kWh）

と化学（同11.6％増，34.7百万kWh），機械（同

10.7％増，74.4百万 kWh），窯業・土石（同6.8

％増，10.2百万 kWh），鉄鋼（同6.5％増，1.8

百万kWh），織物（同5.8％増，8.5百万kWh）

など多く，減少した業種はその他鉱工業（同

0.04％減，22.1百万kWh）のみであった（図

表３）． （井上 武史）

業 種
原指数（H22年＝100）季節調整済指数（H22年＝100）

前年同月比（％） 前月比（％）

鉱工業総合 １０５．８ ▲５．３ １０４．３ ▲４．６

繊維工業 ９５．５ ▲１．２ ９４．６ ▲０．６

織物 １０４．６ ６．４ １０３．５ ０．９

染色整理 ９５．７ ▲０．５ ９６．３ ▲０．６

その他の繊維 １１７．０ ６．０ １１４．６ ▲１．５

機械工業 １２６．８ ▲１１．８ １２６．１ ▲６．５

一般機械 ９５．５ ▲３４．５ ７９．４ ▲１２．７

電気機械 １１２．７ ▲１７．７ １０１．７ ３．６

輸送機械 １２４．７ １３．７ １２１．１ ▲１．２

化学工業 ９４．５ １．２ ９６．２ ▲１．９

プラスチック工業 ９９．５ ７．０ ９７．７ ▲０．７

その他の工業 ７３．２ ▲７．９ ７３．４ ▲４．７

図表１ 鉱工業生産指数の動き

図表２ 業種別生産指数（2013年11月）
図表３ 電力需要

資料：北陸電力福井支店資料：福井県総務部政策統計課
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□保証承諾

～保証承諾は減少傾向が続き，

代位弁済も概ね減少するようになる～

福井県信用保証協会がまとめた2013年12

月の保証承諾は，件数で392件（前年同月比

26.2％減），金額では48億78百万円（同26.9

％減）と，前年同月の実績をいずれも下回っ

た．また，１件あたりの承諾額（1,244万円）

でも前年（1,256万円）を下回っている．前

年同月比で傾向をみると，2013年に入って金

額，件数ともに減少した月が多い．

業種別では，建設業が11億58百万円（前

年同月比30.7％減少）で引き続きトップ，以

下，卸売業の９億11百万円（同20.7％減少），

サービス業の６億49百万円（同2.7％減少），

小売業の５億23百万円（同28.4％減少）と

続いている．

資金用途別（当月末）では，運転資金（貸

付）が45億33百万円となり，全体の92.9％

を占めている．また，設備が２億53百万円

（全体の5.2％）となっている．

一方，代位弁済は22件（10企業）の２億

33百万円で，前年同月比は件数で51.1％減

少，金額でも72.8％の大幅な減少となった．

2012年は減少と増加を繰り返していたが，

2013年後半以降は減少する月が多くなって

いる（図表４）． （井上 武史）

□雇用情勢

～有効求人倍率が１を超え続け，

２倍を記録した月も現れる～

2013年12月の雇用情勢は，求職者数（10,517

人）を上回る求人数（15,880人）となり，

有効求人倍率（季節調整値）は1.32倍となっ

た．2008年11月まで55か月連続で１倍台と

なって以降，逆に25か月連続で１を割り込

んでいたが，2011年１月から再び36か月連

続で１倍台を維持している．９月と11月，12

月は1.3倍台となった．

一方，新規求人倍率は，新規求人数が5,306

人，新規求職申込件数が2,324人で，1.73倍

（季節調整値）となっている．こちらは2009

年８月に１倍台を回復して以来53か月連続

で１を超えている．７月に1.90，11月には2.04

となった．

求人数を職種別にみると，製造業は682人

で前年同月比40.6％の増加となっている．業

種別に内訳をみると，増加したのは情報通信

機械器具製造業の1,150.0％増を始め飲料・

たばこ・飼料製造業200.0％増，輸送用機械

器具製造業164.3％増など，多くの業種で増

えている．非製造業では，不動産業・物品賃

貸業の22.0％増や金融業・保険業42.3％減

など，増加した業種と減少した業種がほぼ同

じとなっている（図表５）． （井上 武史）図表４ 保証承諾の推移

図表５ 月別求人求職状況

（新規学卒を除きパートを含む）

資料：福井労働局

資料：福井県信用保証協会
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□所定外労働時間

～長らく続いた減少傾向からの転換が明確になる～

毎月勤労統計調査により，2013年11月の

所定外労働時間（規模30人以上の事業所）を

みると，平成22年平均を100とした指数で

106.5と，前年同月比で増減なしとなった．

2012年11月から7か月連続で減少していた

が，2013年6月以降は6か月連続で増加して

いる．また，景気動向と関係が深い製造業で

は，同月100.7（同5.8％増加）となった．

こちらも2013年7月から5か月連続で増加し

ており，長らく続いた減少傾向からの転換が

明確になった．

なお，業種別でみると増加と減少がほぼ同

じ数となった．減少したのは生活関連サービ

ス業・娯楽業の前年同月比86.1%減を始め，

教育・学習支援業（同28.8%減），運輸業・

郵便業（同18.5%減）など７業種となってい

る．また，増加した業種は電気・ガス・熱・

水道業の前年同月比32.1%増を始め，卸売業

・小売業（同27.7%増），複合サービス事業

（同23.5%増）など８業種となった（図表６)．

(井上 武史）

□企業倒産

～2013年はおおむね減少傾向が続いている～

東京商工リサーチ福井支店発表による2013

年12月の企業倒産は４件発生し，４億6,000万

円の負債総額であった．前年同月と比較して

件数は６件，負債総額では約28億9,200万円

の大幅減少となった．

負債規模別では１億円以上の倒産が1件，

５千万円以上が1件，1千万円以上が２件と

なっている．また，業暦別では創業30年以上

が１件，20年以上が１件，２年以上が１件で，

比較的業歴を積んだ企業で倒産傾向があった．

業種別では建設業と製造業，卸売業，サー

ビス業がそれぞれ１件ずつであった．原因別

では，販売不振と他社倒産の余波がそれぞれ

２件ずつとなっている（図表７）．

なお，2013年の状況を総括すると，倒産件

数は70件，負債総額は117億9,200万円であ

った．件数は３年ぶりに減少し，負債総額で

も大型倒産により過去最大となった昨年から

の反動により86.8％の大幅減少となった．ア

ベノミクス効果による円安・株高相場や公共

工事の増加などが倒産抑制につながったと考

えられる． （井上 武史）図表６ 労働時間指数（所定外）の推移

規模30人以上
図表７ 企業倒産の推移

資料：福井県総務部政策統計課 資料：東京商工リサーチ福井支店
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